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今日の内容

1. 山形大学OIREのミッション
2. Microsoft Power BIの特徴
3. 公開データの活用
4. OIRE BI Reports
5. まとめ
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山形大学OIRE：次世代形成・評価開発機構IR部門

ＩＲデータの収集と分析
・基盤力テストと教育成
果の評価分析
・高大接続教育の学習
成果に関する研究
・入学者選抜方法に関す
る研究
・全学的な教育の学修成
果に関する分析
・人間力・就業力に関す
る指標の評価
・卒業後の自己実現に関
する達成度の評価
・学長・ＦＤ部への分析結
果等の提示

学 長

・入学前～卒業後の指標を一元評価、改善提案

次世代形成・評価開発機構 ⓑ

３年一貫学士課程基
盤教育の改善
基盤力テスト等の知見
から改善計画を策定
・学生評価基準の統一
と厳格化
・ルーブリックの規格化
等評価手法の普及
・授業内容の規格化・
調整等、通用性
・ＩＲ部門が提示する分
析結果に基づく教育改
善案の策定
・教職員の教育評価と
組織化のための企画

基盤専門教育・学問基盤力テストの
実施に関する業務
（実施計画・実施方法及び調整等）

多文化共生教育センター

基盤共通教育・実践地域基盤力テストの実
施業務 （実施計画・実施方法及び調整等）

・導入科目部門 ・基幹科目部門
・教養科目部門 ・共通科目部門

専門教育実施部共通教育実施部

地域創生教育センター

・国際基盤力テストの実施支援
・英語を主とした語学教育の系統的実施
・英語教育、初修外国語教育、日本語教育

・多文化共生実践教育の支援
・新興国への「学生大使」派遣等を含む留学支援

・探究プログラム ・補習プログラム

ＦＤ部門

・社会人基礎力やＰＢＬ教育を統合し
課題発見・課題解決能力の開発
・キャリア教育・キャリアサポート

・ＰＢＬ、インターンシップ

・地域創生実践教育の支援

ＩＲ部門

学士課程基盤教育機構 ⓐ

・学部横断的に学士課程教育プログラムを統括改革立案

・学士課程基盤教育に関する基本方針、将来計画及び

企画運営に関する業務
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山形大学OIREのミッション
ミッション・ステートメント
山形大学次世代形成・評価開発機構IR部門（Office of Institutional 
Research & Effectiveness, OIRE）は、データの収集および分析
を行い、大学コミュニティへの情報提供を通じて、山形大学の継続的
改善と、データに基づく意思決定を支援します。

参照：https://ir.yamagata-u.ac.jp/about-oire/
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山形大学で行いたいIR活動

IR部門

大学経営の
可視化

学修成果の
可視化

意思決定者

and/or

説明責任

① 大学の現況を、客観的なデータを用いて可視化
② 情報提供等を通じて大学の意思決定や継続的改善を支援
③ 社会（多種多様なステークホルダー）への説明を支援

IRはサービス部門
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米国の大学におけるBIツール

 Tableau
 Microsoft Power BI
 SAS Visual Analytics
 Blackboard Analytics
etc...

 2015年頃は「BIツール = Tableau」の一択
 最近は「Power BI」も有力な選択肢の一つ

• AIRにおけるPower BI関連のプレゼンテーション
• 理由？：「publish to web」機能の追加（2016年2月）

• SharePoint → Power BIへの流れ？

Two front-runners
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Power BIの特徴

 低コスト
 使い方によっては無料

 クラウドベース
 データはクラウドへ（オンプレミスも可 → 高コスト）
 スタンドアローン的な利用も可（Power BI Desktop）

 他のMS製品との親和性
 エクセル上で図や表を作る感じ
 ただし、エクセルのような数式入力は不可能

→ Data Analysis Expressions (DAX, 後述)
 開発スピード

 ほぼ毎月アップデート
 Non-technical and IT-free

 基本的な使い方をする限り、IR部署だけで運用可能
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DAXの例

都道府県別大学入学者：他県からの流入 vs. 他県への流出（2016年度）
Stay:
同一都道府県内大学への入学生

IN:
他都道府県からの入学生

OUT:
他都道府県大学への入学生

PCT1 = 
VAR num1 = calculate(SUM('Table名'[入学者数]))
VAR den1 = calculate(SUM('Table名'[入学者数]), ALL ('Table名'[IN_OUT]))
RETURN DIVIDE(num1, den1, 0)

データ：学校基本調査
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公開データの活用

 利用可能な公開データ
• 学校基本調査（e-Stat）
• 大学基本情報（大学改革支援・学位授与機構）
• 大学が既に公開しているデータ

• 例：情報公開（教育情報の公表ページ等）

 公開データの特徴
• 単年度毎
• 集計データ → 匿名化処理済み
• ファイル形式： エクセル、CSV、PDF、etc.
• データ形式： 集計表、ワイド型（後述）
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執行部からの問い

 山形県内の高校を卒業した学生は、どこの都道府県に
ある大学へ入学しているのか
• 出身高校の所在地 → どこへ行ったのか

 問いの背景
山形大学：宮城県、山形県からの入学者数（2006 vs. 2016）

データ：学校基本調査
・出身高校の所在地が不明（その他）な新入学生は除外
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山形県内からの進学者が減っている？
山形県内からの全国国公私立大学への入学者数

2006年 2016年 % Change
4,962 4,242 -14.5%
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データ：学校基本調査
・出身高校の所在地が不明（その他）な新入学生は除外
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Power BIによる可視化

 使用したデータ
• 学校基本調査 ＆ 大学基本情報（どちらもワイド型）
• Power BIで使うためには、データ変形（後述）が必要

ワイド型のデータ例：学校基本調査

注意：このデータを「そのまま」BIツールで読み込んでも分析できません。
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データ変形（Reshaping Data）

 データ変形 = BIツール等の分析ソフトが利用できる
ように、データの形式を変換すること

 主なデータ形式
• ワイド（Wide）型：横に長く、直感的に理解しやすい

 公開データはワイド型が多い
• ロング（Long）型：縦に長く、分析ソフト等で扱いやすい

 BIツールを使うにはロング型のデータが必要

ワイド型の例
番号 性別 英語 数学
001 女性 95 80

002 男性 78 86

… … … …

ロング型の例
番号 性別 科目 点数
001 女性 英語 95

001 女性 数学 80

002 男性 英語 78

002 男性 数学 86

… … … …

変形
（Reshape）
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OIRE Power BI Report（一部公開中）

① Google等の検索エンジンで「OIRE」と検索
a. 山形大学 Office of Institutional Research & Effectiveness

② ③

④ パスワードを入力

当日お知らせします

https://ir.yamagata-u.ac.jp/


15

OIRE Power BI Reports

デモンストレーション
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まとめ

 公開データは宝の山？
データ例
• 都道府県別 学校数及び学生数
• 都道府県別 学部学生数
• 都道府県別 大学院学生数
• 出身高校の所在地県別 入学者数
• 都道府県別 教員数（本務者）
• 都道府県別 職員数（本務者）

 Power BIは「BIツールの入門用」として最適
• 無料！
• Power BIを使ってみてから、他の有償ツールを検討

データマネジメントが
必要
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今後の展開

 効果的な「データの可視化」および
「レポーティング」方法に関する勉強会*の開催
• 勉強会を明治大学で開催（2017年8月7日）
• 参加者：IR中級者以上
• 次回のテーマは公開データの可視化とデータマネジメント

 IR担当者に必要なデータ関連能力
• データを理解できる
• データマネジメント
• データの可視化＆分析
• （分析結果から）価値を見出す能力
• 分析結果を分かりやすく説明できる能力

 Data Storytelling

勉強会を通じて
向上させる

* IRデータの効果的な可視化に関する勉強会
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今後の展開（contd.）

 Power BIの初心者を対象とした勉強会の開催
• 時期：11月中旬？
• 場所：山形大学 東京サテライト
• 内容：

Power BIと公開データを使っ
て、左図のようなBIレポートを
作成します
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ありがとうございました
参考資料
• 浅野茂・藤原宏司（2017）「学内外のデータを利用したIRの取組」 ，大学情報活用フォーラ

ム2017 講演資料.
• 藤原宏司（2016）「BIツールを用いた学内データの動的可視化について」，情報誌『大学評

価とIR』，第6号，3-11．
• 藤原宏司（2017）「Power BIを用いた学生データ の可視化について」 ，教育データ可視化

のための講習会 ― 統計データ可視化ソフト「Power BI」の実技講習 講義資料.
• 藤原宏司（2017）「データマネジメントの必要性と実践」，大学評価・IR担当者集会2017 

全体会 講演資料．
• 藤原宏司・浅野茂（2017）「IRから見た山形大学」 ，山形大学 平成29年度新規採用教員研

修 講演資料.
• 藤原宏司・浅野茂・山本幸一・相生芳晴（2017）「IRデータの効果的な可視化に関する勉強

会 ～How to present data more effectively～」 ，会議資料.
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